
お客様がサポートを受ける際、型番が必要と
なりますので、恐れ入りますが、同梱の型番
シールの1枚を保証書にお貼りください。

重
要
重
要

取扱説明書

目次5ページ

ND-DSRC2
DSRCユニット
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安全のために必ずお守りください

絵表示について
取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいた
だき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろ
いろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■�表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表
示で区分し、説明しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容」を示しています。

注意
この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される
内容および物的損害のみの発生が想定される内容」を示
しています。

■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

このような絵表示は、注意（警告を含む）しなければならない内容です。

このような絵表示は、禁止（やってはいけないこと）の内容です。

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。
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警告

安全上のご注意（ナビゲーション同梱の「安全上のご注意」もお読みください）

[ 使用方法 ]

運転者は運転中に本機の操作をしないでください。
前方不注意となり交通事故の原因となります。
操作を行うときは、必ず安全な場所に車を停車させてくだ
さい。

運転中に操作をしない

制御棒（開閉バー）が開いたことを確認し、安全を確認し
て通行してください。万一開閉バーが開かない場合は制御
棒 ( 開閉バー ) に衝突する恐れがあります。

制御棒（開閉バー）が開いたことを確認する

運転者は運転中に、画像を注視しないでください。
前方不注意となり交通事故の原因となります。

運転中に画像を注視しない

運転者がテレビやビデオを見るときは、必ず安全な場所に
車を停車させて、サイドブレーキをかけてください。
テレビやビデオは安全のため走行中は表示されません。

走行中にテレビやビデオを見ない

運転の際は、ITS スポットの提供情報にかかわらず実際の
交通標識に従ってください。

交通規則に従って走行する
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注意
[ 使用方法 ]

金属性のシールを貼ったり、電波を通さないものでふさぐ
と、動作しないことがあります。

外部アンテナをふさがない

アンテナが汚れたときは、柔らかい布で拭き取ってくださ
い。汚れがひどいときは、水で薄めた中性洗剤にひたした
布をよくしぼって汚れを拭き取り、乾いた布で仕上げてく
ださい。

汚れたときは

ガソリン・オイル等がついた手などで触れた場合、本機の
変色・変形の原因になることがあります。
また、カードの接点が汚れた場合、カードが読み取れなく
なることがあります。

油等で汚れた手で、本機やETC・ICカードをさわらない

電源を入れた直後の認証中にカードを抜き差ししないでく
ださい。カードが壊れることがあります。
また、車内が高温のときや車から離れるときはカードを抜
いて、車内に残さないようにしてください。

使用中のETC・ICカードの扱いについて

警告

画面が映らない、音が出ないなどの故障の状態で使用しな
いでください。そのままご使用になると事故・火災・感電
の原因となります。故障したときは、必ずお買い上げの販
売店にご相談ください。

故障のまま使用しない

[異常時の処置 ]

万一、内部に異物が入った・水がかかった・煙が出る・変
なにおいがするなど異常が起きた場合は、ただちに使用を
中止し、必ずお買い上げの販売店にご相談ください。その
ままご使用になると事故・火災・感電の原因となります。

異常のまま使用しない

ヒューズを交換するときは、必ず表示された規定容量 
（アンペア数）のヒューズをご使用ください。規定容量を超
えるヒューズを使用すると、火災の原因となります。

ヒューズは規定容量（アンペア数）以外のヒューズを使用しない

規定容量の
ヒューズを
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DSRCとは？

DSRC は、「ETC」（10P）や新たに全国で提供される「ITSスポットサー
ビス」(6P) に使われている通信方式です。本機はナビゲーションでDSRC
通信を行うための車載器です。

ITSスポットサービスについて

全国の高速道路や道の駅で新たに提供されるサービスです。
本機を接続するナビゲーションで利用できます。
サービスには、わかりやすく画像や音声を用いて、VICS情
報の内容を拡充した「5.8GHz VICS サービス」（次項）と「情報接続サー
ビス」（地域観光情報など）（7P）があります。さらには将来、有料駐車場
での「料金決済サービス」（7P）などの新たなサービスも検討されています。

メモ
各サービスの具体的な内容やサービスを行う場所などにつきましては、サービス事業者にお
問い合わせください。
本機を接続するナビゲーションによっては、全てのサービスに対応していない場合がありま
す。また、将来提供されるサービスについての利用を保証するものではありません。詳しくは、
ナビゲーションに付属の取扱説明書をご覧ください。

5.8 GHz VICSサービス
5.8 GHz VICSサービスは、おもに高速道路上において提供されます。サービスには安全運転支
援情報提供サービスと道路交通情報提供サービス（ダイナミックルートガイダンス）があり、下表
のような情報が提供されます。また道路交通情報提供サービスでは、従来のVICS情報よりも広域
の情報が提供され、高速道路を使った遠距離走行での走行ルート選択がしやすくなります。

安全運転支援情報
提供サービス

前方障害物情報提供、渋滞末尾情報提供、前方状況情報提供（画像 / 音声）
など

道路交通情報提供
サービス

道路交通情報提供、前方情報提供（ハイウェイラジオ）、カーナビゲーショ
ンのルート探索に利用する渋滞情報など

例：前方状況情報提供
トンネル入口の状況
などを画像と音声で
提供します。

約1km先○○トンネル入口先

この先、
○○トンネル入口
の現在の状況です。

メモ
5.8 GHz VICSサービスはナビゲーションのルート探索
などにも考慮されます。
5.8 GHz VICSサービスはETCカードまたは ICカード
（ICクレジットカードなど）を車載器に差し込んでなくて
もご利用できます。

•

•

•

•
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情報接続サービス（地域観光情報など）

パーキングエリア

道路交通情報        PAのご案内

オススメ情報

インターネット情報

交通情報
サイト

地域情報
サイト

羽田空港
発着案内

横浜市
観光情報

成田空港
発着案内

クィーンズ
スクエア横浜

JR東日本
時刻表

首都高速道路

次

高速道路のサービスエリアや道の駅などの施設で、付近
の観光情報や施設情報などを提供するサービスです。
DSRCのインターネット接続機能を利用して提供され
ます。例えば、受信したメニュー画面をナビゲーション
で操作して観光情報などを閲覧できます。

メモ
情報接続の操作や情報閲覧の操作については、ナビゲーションに付属の取扱説明書をご覧く
ださい。
閲覧または利用ができない情報がある場合があります。
情報接続サービスが行われていないサービスエリアや道の駅もございます。詳しくはサービ
ス事業者にお問い合わせください。

料金決済サービス（ICクレジットカード決済）
例：駐車場における料金決済

入場 ITS
スポット
（路側機）

ICカードICカード

ナビゲーション画面
支払意思確認ボタンを押
し、駐車券なしでスムー
ズに入場できます。

有料駐車場などの施設で、車に乗っ
たままでクレジットカード決済が
行える将来のサービスが検討され
ています。

退場 ITS
スポット
（路側機）

IC カードICカード

ナビゲーション画面
利用時間、料金を確認し、
スムーズに出場できます。 駐車場における料金決済のイメージです。

メモ
料金決済サービスは決済用 ICカードにクレジットカード会社から一般的に発行されている IC 
クレジットカードを用いる決済サービスとして検討されています。クレジットカードのご利
用につきましてはサービス事業者にお問い合わせください。なお、ETCカードについて、料
金決済サービスとETCでは使用するカードが異なるため、将来両方のサービスを利用できる
ETC対応 ICクレジットカードが便利です。
サービスのご利用にあたっては、サービス提供側の案内に従ってご利用ください。
ICクレジットカードはETCとはカード認証の仕組みが異なるため、ETCのようなノンストップ
決済のサービスではなく、ゲート前での一時停止が必要な場合があります。ご利用にあたっては
ご注意ください。
本機と ITSスポット間で通信不具合が生じた状態や機器が故障した状態で駐車場入口や出口
を通行すると、開閉バーが上がりません。このときは駐車場係員の指示に従ってください。

•

•
•

•

•
•

•
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アップリンク機能について
5.8 GHz VICSサービスにおいて提供される情報の作成や道路管理などの目的で、個人情報に
はあたらない範囲で、本機やナビゲーション、車両の情報が通信で路側機に送信され、道路事
業者などの道路管理者に提供されることがあります。この機能が活用されることにより、より
充実した道路交通情報や安全運転支援情報の提供などサービス向上が期待されています。なお、
一部の情報については本機能をON することにより送信されます。機能をON するには、接続
したナビゲーションでアップリンク機能設定をON にしてください（詳しくはナビゲーション
の取扱説明書をご覧ください）。
メモ
本機のアップリンク機能では次のような情報が道路事業者などの道路管理者に提供されます。

　（1）DSRCユニットの型番等の情報
　（2）ナビゲーションの型番等の情報
　（3）セットアップ車両情報の一部（自動車登録番号または車両番号の４桁番号は含みません）
　（4）走行履歴情報※

　（5）�挙動履歴情報（急ブレーキ、急ハンドル等で車両の動きに急な変化があった場合の位置、
加速度等）※

　　※ �走行開始地点などの個人情報にかかわる情報を、履歴から特定できない仕組みがナビゲーションに施
されています。

上記の（2）、（4）、（5）はアップリンク機能をONすることにより送信されます。なお、アッ
プリンク機能をONすることで将来追加サービスの提供を受けられる場合もあります。
今後5.8 GHz VICSサービス以外のサービスにおいてアップリンク機能が応用される場合も
あります。詳しくは、ナビゲーションに付属の取扱説明書をご覧ください。

道路管理者からのお知らせとお願い
プローブ情報の利用及び取り扱いについて
　国土交通省、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、西日本高速道路株式会社、
首都高速道路株式会社、阪神高速道路株式会社、本州四国連絡高速道路株式会社、名古屋高速
道路公社、福岡北九州高速道路公社及び広島高速道路公社（以下、「道路管理者」と言います。）は、
ITSスポット（DSRC）対応カーナビ※１からプローブ情報を収集する場合における情報の利用や
取り扱いについて、次の通りお知らせします。
　プローブ情報をご提供いただくことで、より精度の高い道路交通情報などをドライバーの方々
に提供することなどが可能となり、道路がより使いやすくなると期待されます。また、交通事
故の削減や道路渋滞の緩和など環境負荷低減の取り組みにも活用する予定です。 
※１：�製品により、ITS車載器、DSRCユニット、DSRC車載器等と呼ばれていることがあり

ます。

１．プローブ情報
　ここで「プローブ情報」とは、ITSスポット対応カーナビに記録された走行位置の履歴など
の情報で、道路管理者が管理する ITSスポット（DSRC路側無線装置）※２と無線通信を行うこ
とにより ITSスポット対応カーナビから収集される情報を言います。
　なお、このプローブ情報から車両又は個人を特定することはできません。
　プローブ情報として収集する情報は次の通りです。
ITSスポット対応カーナビに関する情報（無線機に関する情報（製造メーカ、型番等）、カー
ナビゲーションに関する情報（製造メーカ、型番等））
車両に関する情報※３

走行位置の履歴※４

急な車両の動きの履歴※４

•

•

•

•

•
•
•
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※２：道路管理者とプローブ情報の収集に関する協定等を結んだ者が管理する ITSスポットを含みます。
※３：車載器のセットアップの際にご提供いただいた車両情報の一部です。なお、この情報に、車台番号や、

自動車登録番号又は車両番号の４桁の一連番号は含まれないため、車両又は個人を特定することはでき
ません（例：「品川 500 あ 1234」では「1234」の部分は含まれません。）。

※４：走行開始地点や走行終了地点などの個人情報にかかわる情報は、収集されません。

２．プローブ情報の利用目的 
(1) 道路管理者は、プローブ情報を道路交通情報や安全運転支援情報の提供などドライバーへの

サービス、道路に関する調査・研究、道路管理の目的に利用します。※5

※５：例えば、収集した走行位置の履歴を統計的に処理することで、区間の走行所要時間や、渋滞の影響を高
い精度で把握し、ドライバーに情報提供することができます。また、急な車両の動きを統計的に処理す
ることで、道路上の障害物の検知や、走行に注意が必要な箇所を把握し、ドライバーに情報提供するこ
とが考えられます。

(2) 道路管理者は、(1) の目的以外でプローブ情報を利用しません。

３．プローブ情報の収集
(1) 道路管理者は、道路管理者が管理する ITSスポット※２によって、プローブ情報を収集す

る場合があります。
(2) ITSスポット対応カーナビ利用者は、設定により、１．(1)で示す情報のうちカーナビゲーショ

ンに関する情報、走行位置の履歴、急な車両の動きの履歴について、道路管理者への提供
の可否を選択することができます。※６　選択の方法は ITSスポット対応カーナビの取扱
説明書をご覧下さい。

※６：カーナビゲーションに関する情報、走行位置の履歴、急な車両の動きの履歴を提供する機能の無いカー
ナビゲーションは該当しません。

(3) ITS スポット対応カーナビ利用者は、カーナビゲーションに関する情報、走行位置の履歴、
急な車両の動きの履歴を提供することで、これを利用した様々な追加サービスの提供を受
けられる場合があります。

４．プローブ情報の第三者への提供 
(1) 道路管理者は、２．(1) の目的のため、プローブ情報を統計的に処理した情報を、他の情報

提供主体、大学等の研究機関、その他第三者に提供する場合があります。
(2) 道路管理者は、ITSスポット対応カーナビ、ITSスポット等の関係設備について、障害発生

時の対応や、これらの研究・開発の目的のため、プローブ情報又はこれを統計的に処理し
た情報を、製造・開発メーカーに提供する場合があります。

(3) 道路管理者は、(1) 及び (2) 以外でプローブ情報を第三者に提供しません。

５．プローブ情報の取り扱い 
(1) 道路管理者は、プローブ情報を安全に管理し、情報の漏えい等の防止に努めます。 
(2) 道路管理者は、プローブ情報が不要となった時点で、当該プローブ情報を消去します。 
(3) 道路管理者は、プローブ情報の提供先における情報の安全管理について、提供先を適切に指導します。 

６．問い合わせ先 
国土交通省 道路局道路交通管理課高度道路交通システム推進室 
03-5253-8111( 代 )
東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、西日本高速道路株式会社、首都高速道路
株式会社保全・交通部管制技術グループ、阪神高速道路株式会社情報システム部システム技術課、
本州四国連絡高速道路株式会社保全計画部保全管理課、名古屋高速道路公社、福岡北九州高速
道路公社、広島高速道路公社
次のホームページでも説明をご覧いただけます。
国土交通省道路局 ITSホームページ：
http://www.mlit.go.jp/road/ITS/j-html/index.html

2010年 10月現在
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ETCについて

ETCとは、「Electronic Toll Collection」の略です。ETCは、現在、有料
道路の料金所で行われている現金や回数券、カードの手渡しによる料金支払
いに代わる料金支払いシステムのことです。料金所に設置した料金所アンテ
ナと車両に装着した本機との間で、無線通信を行うことで料金情報をやりと
りするものであり、ノンストップ、キャッシュレスで料金所を通過できるよ
うになります。ETCは、全国共通のシステムで運用されているため、1枚
の ETCカードと1台の車載器でご利用できます。

料金収受のしくみ（例）
■ETCゲート
インターチェンジごとに積算される有料道路では入口発券方式、均一料金の有料道路（首都高
速道路など）では単純徴収方式のETCゲートが設置されています。

開閉バー料金所アンテナ

3

4
　
　
　

車両センサー

車線案内板

車両センサー

料金所アンテナ

2車両センサーにより車両が通過したか確認します。
1ETC搭載車両は車線案内板※1にてETC車線であることを確認の上、
減速してお進みください。　

路側表示器

開閉バーが閉じていた場合は、停車
して係員の指示に従ってください。
万一、開閉バーが開かない場合にそ
なえて十分に減速してください。

路側表示器※2を確認の上、お進みください。

入口料金所 出口料金所

入口発券方式
料金所アンテナと本機で入口
情報（インターチェンジなど）
や車種 /車番情報のやりとり
をする。

本機から料金所アン
テナに入口情報を送
信する。

→

通行料金を計算し
て料金所アンテナ
から本機に課金情
報を送信する。

単純徴収方式
料金所アンテナと本機で入口
情報（インターチェンジなど）
や車種 /車番情報のやりとり
を行い、均一料金の課金情報
を本機に送信する。

−
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有料道路の入りかた、出かた
■有料道路の入りかた
有料道路の入口料金所には、ETCゲート、係員のいる料金所、通行券発行器の3種類あります。
入口料金所の種類によりノンストップで通過できない場合があります。

ETCゲート ノンストップ

係員のいる料金所 係員にETCカード（10P）を手渡し、ETCカードリーダー※3 で処理する。

通行券発行機 通行券をもらう。

■有料道路の出かた
有料道路の出口料金所には、ETCゲート、係員のいる料金所の2種類あります。
出口料金所の種類や入口料金所の通過のしかたによりノンストップで通過できない場合があります。

出口 ETCゲート 係員のいる料金所 通行券発行機

ETCゲート ノンストップ ノンストップ

ETCゲートは通過でき
ない。係員のいる料金
所に停車し、通行券と
一緒にETCカードを
手渡し、ETCカード
リーダーで処理する。

係員のいる料金所
ETCカードを手渡し、
ETCカードリーダー
で処理する。

ETCカードを手渡し、
ETCカードリーダー
で処理する。

通行券と一緒に ETC
カ ー ド を 手 渡 し、
ETCカードリーダー
で処理する。

メモ
1 �ETCゲートの設置された車線を示す案内板です。「ETC」もしくは「ETC専用」の場合は、
ETC専用の車線です。「ETC/ 一般」の場合は ETC搭載車両だけでなく、ETCが搭載
されていない車両も通行できる車線です。

2 �車種の区分や通行料金、通行ができるかできないかを表示します。通行できる場合は「↑」
または「↑ETC」と表示され、通行できない場合は「STOP　停車」と表示され、開閉バー
が閉まります。このときは、料金所の係員の指示に従ってください。

3� ETCカードを料金所の係員に手渡し、料金支払いの決済を処理する機器です。
ETCでは ETCカードを車載器に差し込んでご利用ください。
有料道路事業者が定める「ETCシステム利用規程」をお守りください。フロントガラスに電
波を反射するメタルガラス（熱線反射ガラス）を採用している車両では、料金所との無線交
信が正常に行われず機能しないことがあります。
ETC車線を通行するときは、開閉バーの開閉動作や前車の急停車などに注意してください。
入口と出口では、同じETC車載器および同じETCカードを使用してください。
本機が故障したときは、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。万一、本機が故障した
状態でETCゲートを通行すると、開閉バーが上がらず、ナビゲーション画面にエラーメッセー
ジが表示されます。このときはインターホンを使用し、料金所の係員の指示に従ってください。
ETCカードが無いと、ETCゲートを通行することはできません。料金所の係員のいる車線を
通行してください。
ETC機能は、組み合わせて使用するナビゲーションがデータ更新のために動作しない場合や、
修理のために外してしまった場合でも、セットアップが完了していれば利用できます。

※

※

※
•
•

•
•
•

•

•

入口入口
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ITSスポットサービス、ETCのしくみ

本機は必ずDSRCとETCの両方のセットアップを行ってください。両方のセット
アップが行われていないと ITSスポットサービスもETCもご利用できません。両
方を同時にセットアップするために、セットアップ申し込みは必ずDSRCおよび
ETCの同時セットアップ用の申込書で行ってください。

ETCをご利用になるためには、ETCカードが必要です。
メモ
ITSスポットの料金決済サービスなど将来のサービスのしくみについては、サービスが開
始された以降にサービス事業者にお問い合わせください。本書の ITSスポットの料金決済
サービスについての説明はサービスのイメージです。

ITSスポットサービス（DSRC）

※ ETC(11P)と一緒に黒文字の
　 手順1～3を行います。

2情報を表示再生

1 ITSスポットの
料金決済サービス
を利用

2請求 3支払い

1購入

販売店
    （セットアップ業者）

支払い

請求

駐車場管理
事業者など

ICカード
（ICクレジット
カードなど）お客様本機

クレジット
カード会社

ICカード
不要

ITSスポットの
5.8GHz VICSや
情報接続サービス
を利用

2セットアップ申し込み
3セットアップ

1

パーキングエリア

道路交通情報        PAのご案内

オススメ情報

インターネット情報

交通情報
サイト

地域情報
サイト

羽田空港
発着案内

横浜市
観光情報

成田空港
発着案内

クィーンズ
スクエア横浜

JR東日本
時刻表

首都高速道路

次

•
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ITS スポットサービス、ETCのしくみ

ETC

1有料道路の利用

2請求 3支払い2 ETCカードの
　 発行申し込み

3 発行

支払い

請求

有料道路事業者

お客様本機

クレジットカード会社
（有料道路事業者の場合もあります。）

ETCカード

1購入

販売店
   （セットアップ業者）

2セットアップ申し込み
3セットアップ※

※ ITSスポットサービス
(10P)と一緒に黒文字の 
手順1～3を行います。

メモ　（ITSスポットサービス、ETC共通）
黒文字の手順番号は、ご利用前の準備の流れです。灰色文字の手順番号は、それぞれのサー
ビスを利用した際の流れです。
既に ETCカードまたは ETC対応 IC クレジットカードをお持ちの場合は、ETCカード発行
申し込みは必要ありません。
セットアップに必要な情報
セットアップには以下の番号および情報が必要になります。これらは再セットアップの時な
どにも必要になりますので、写しを大切に保管してください。
- 	型式登録番号 :本機の個装箱に記載されている４桁の番号です。
- 	車載器管理番号およびC/D:本機の個装箱に記載されている番号と記号です。車載器管理
番号は19桁の固有の番号で、ITSスポットサービスと ETCで共通の番号です。C/Dは
ITSスポットサービス用の1桁の記号です。

- 	自動車検査証情報 (車検証 )

•

•

•

販売店様へ　(DSRC、ETC)
本機のセットアップに関しては一般社団法人ITSサービス推進機構(ISPA)にお問い合わせください。
http://www.ispa-dsrc.or.jp
本機のセットアップの方法については『取付説明書』をご覧ください。
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1. 購入セットアップ

販売店で本機を購入し、DSRC
とETC両方のセットアップおよ
び本機の取り付けを行う
本機は、セットアップ業者による
セットアップ作業（車両情報の登録）
および、取付業者による取り付けが
必要です。（セットアップ作業、取り
付けともにお買い上げの販売店にご
相談ください。）セットアップ作業が
終了していないと、ナビゲーション
画面にエラーメッセージを表示し動
作することはできません。

2. ETCを利用する

ETCカードの発行申請を行う
クレジットカード会社から発行されて
いる ETCカードが必要です。お客様
ご自身で発行申請を行ってください。

クレジットカード会社よりETC
カードが発行される

ETCを利用する
ETCレーンに進入するときは、必ず
アンテナのETC認証 LEDランプが
青色に点灯していることを確認して
ください。点灯してないときは、
ETC を利用できません。本機に
ETCカードが挿入されていることを
確認してください。

クレジットカード会社より利用
明細書が送付される

従来のクレジットカード会社と
同じように支払う

3. ITS スポットサービスを利用する

■ �5.8 GHz VICSサービス
5.8 GHz VICSサービスを利用する
5.8 GHz VICS サービスの ITSスポッ
ト電波受信エリア内に車が入ると、本
機は自動的に情報を受信し、ナビゲー
ションの画面表示や音声にて情報案内
やサービス提供を行います。一度に複
数の情報を受信した場合やサービスに
よってはナビゲーションの操作が必要
な場合があります。ナビゲーションの
操作については、『ナビゲーションの
取扱説明書』に従って操作をしてくだ
さい。

■�情報接続サービス
情報接続サービス（地域観光情
報など）を利用する
情報接続サービス用の ITSスポット電
波受信エリア内に車が入ると、本機は
自動的にそれを感知し、ナビゲーショ
ンの画面表示等にて情報接続サービス
が利用可能であることを案内します。
サービスの利用にはナビゲーションの
接続操作やブラウザの起動が必要で
す。ナビゲーションの操作を伴うサー
ビスについては、サービス提供者の指
示や『ナビゲーションの取扱説明書』
に従って操作をしてください。

■�将来提供される料金決済サービス
料金決済サービス（ICクレジッ
トカード決済）を利用する
サービス提供側の指示に従って利用
してください。サービス提供側の指
示はナビゲーションの画面表示や音
声により案内されます。または施設
側の表示設備などにより案内される
場合があります。

クレジットカード会社より利用
明細書が送付される

従来のクレジットカード会社と
同じように支払う

11

11
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メモ
本機と他のETC車載器またはDSRC車載器を同一の車両に搭載し利用することはできません。
本機の購入時に、必ずDSRCと ETC両方のセットアップを申し込んでください。
盗難防止のため、車から離れるときはカードを本機から抜いて車内に残さないようにしてく
ださい。
盗難・紛失したときは、カード発行元、警察へ連絡してください。
駐車場などにおける「料金決済サービス」は、クレジットカード会社から発行されている IC
クレジットカードを用いて料金を決済するサービスです。利用できる ICカード（クレジット
カード会社）など具体的なことはサービス事業者にお問い合わせください。
ETCを利用した場合は領収書は発行されません。クレジットカード会社からの利用明細でご
確認ください。
本機には車両情報が登録されています。車両のナンバーを変更した場合、車両を変更した場合、
車両を牽引できる構造に変更した場合は再セットアップが必要です。再セットアップの手続
きは、お買い上げの販売店にご相談ください。
ETCカードおよび IC クレジットカードは、別の車載器でもご使用になれます。たとえば、
車載器を搭載したレンタカーを利用する場合もご自分のカードで通行料金などの支払いがで
きます。
ITS スポットサービスを利用すると、個人情報にあたらない範囲で本機やナビゲーション、
車両などの情報が路側機に送信される場合があります。→「アップリンク機能について」（P8）
5.8 GHz VICSサービスの利用において通常は情報を受信すると画面表示や音声再生は自動的に
順次行いますが、以下の場合は異なります。
-	 一度に複数の情報を受信した場合には、２つ目以降の情報の表示再生にはナビゲーション
によってはページ送り操作が必要です。

-	 情報を提供する場所の指定 ( 表示位置情報 ) をともなう情報の場合には、受信してもすぐ
には表示せず、指定の場所を車が走行した時にのみ自動的に提供されます。

-	 情報の有効期間の指定された情報の場合には、受信しても有効期間内に提供できなければ
提供されません。

-	 優先度の高い情報を受信した場合は、他の情報を表示していても中断し割り込み表示する
場合があります。また、優先度の高い情報を表示中に他の情報を受信した場合には他の情
報が表示されない場合があります。

-	 受信情報の表示再生中に、ナビゲーションの案内が割り込む場合があります。
-	 ナビゲーションの測位状況によって受信情報が表示されない場合があります。
-	 DSRC情報接続サービス ( 地域観光情報など ) を利用するには、ナビゲーションの接続操
作が必要です。

ナビゲーションの操作については『ナビゲーションの取扱説明書』をご覧ください。

•
•
•

•
•

•

•

•

•

•
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各部の名称とおもな働き

本機はパイオニア製ナビゲーションと組み合わせて使用します。本機対応
ナビゲーションについては、販売店にご相談ください。

前面

イジェクトボタン
カードを取り出すボタ
ンです。

LEDランプ
本機の動作状態を表示します。

カード挿入口
カードを差し込みます。

（橙/緑）

ブラケット取付けフック
本機をブラケットに取り付けるフックです。

スピーカー
ブザー音が出力されます。

後面

ナビゲーション接続端子
パイオニア製ナビゲーションと接続します。

電源コード接続端子
本機に電源を供給します。

アンテナ接続端子
外部アンテナを接続します。

外部アンテナ

ETC認証LEDランプ

路側アンテナと無線通信を行います。

ETCカードを認証しているときに青色
に点灯します。点灯していないときは、
ETCを利用できません。
※ICカード挿入時は点灯しません。

メモ
フロントガラスに電波を反射するメタルガラス（熱線反射ガラス）を採用している車両では、
路側機アンテナと本機との無線交信が正常に行われず機能しないことがあります。

•

各部の名称とおもな働き

各
部
の
名
称
と
お
も
な
働
き
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カードを差し込む
車のエンジンスイッチをONにする
本機からブザー音が「ピーピーピー」と鳴り、
“ETCカードを入れてください。”と音声案内
され、本機の LEDランプが橙に点灯します。

メモ
利用前にサービスに必要なカードを差し込んでくだ
さい。
本機が「ピー」と鳴り続け、本機のLEDランプが点滅
した場合は、正常なセットアップが行われていませ
ん。お買い上げの販売店にお問い合わせください。

カ ー ド の 電 極 を 上 に し て�
カード挿入口の奥まで差し込む

カード

電極

本機からブザー音が「ピー」と鳴ります。
ETCカードの場合：
“ETCカードを認証しました。”の音声案内が
流れ、本機の LEDランプが緑に点灯し、外
部アンテナの LEDランプが青に点灯します。
ICカード（ICクレジットカードなど）の場合：
ナビゲーション画面に「挿入されたカードがETCカー
ドであるか確認できませんでした。ETCが利用でき
ません。」と表示されます。本機の LEDランプは橙の
まま、外部アンテナの LEDランプは点灯しません。

↓
本機の動作準備は完了しました。

•

•

カードの取り出しかた
イジェクトボタンを押す

カードを手前にゆっくり引き出す

メモ
車から離れるとき、係員のいる料金所で
カードを手渡すとき、他のカードに入れ替
えるとき以外は、カードの抜き差しはしな
いでください。
車から離れるときは、エンジンを切る前に必
ずカードを抜いて車内に残さないようにし
てください。

操作
ナビゲーションの操作説明について
は、『ナビゲーションの取扱説明書』
をご覧ください。
メモ
本機対応ナビゲーションについては、販売
店にご相談ください。

•

•

•

11

22

11

22

準備および操作
本機を操作する前に、次の手順に従って準備をしてください。

注意

LEDランプが点灯しない場合は、本体と電源コネクターがゆるんでいないかを確認してください。
（『取付説明書』）確認しても点灯しない場合は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
ETC利用の場合、カードを本体に差し込んだあと、LEDランプの点灯が橙色から緑色へ変
わるまでカードを抜き差ししないでください。ETCカードが故障する可能性があります。
イジェクトボタンが押し込まれていることを確認して、カードをカード挿入口へ差し込んで
ください。また、カードを取り出すときは、必ずイジェクトボタンを押してください。
カードの有効期限を必ず確認してください。有効期限切れのカードでは、料金所または駐車
場などを通行できません。
有効期限を経過したカードや発行会社が使用無効としたカードでも LEDランプは、点灯し
ますが、料金所または駐車場などを通行できません。

•

•

•

•

•

準備および操作

準
備
お
よ
び
操
作
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動作例

本機を動作させたときの動作例です。

電源を入れたとき（エンジンスイッチをACCまたはONにした場合）
動作 LEDランプ ブザー音 音声案内
カード未挿入時 橙点灯 ピーピーピー ETCカードを入れてください。
正常な場合 橙点灯 − −
異常な場合 橙点滅 ピ− −
電源異常な場合 橙点滅 ピ− −

セットアップされていない場合
緑 /橙 2回 
交互点滅＊（約2秒）

↓
橙点滅（約5秒）

ピ− −

＊橙は点灯の場合があります。

本機にカードを挿入したとき
動作 LEDランプ ブザー音 音声案内
カード挿入時 橙点灯 ピッ −
ETCカード認証終了時 緑点灯 ピー ETCカードを認証しました。
ETCカード以外認証終了時 橙点灯 ピー −
カード取り出し時 橙点滅 ピッ −
カード挿入不良時 橙点滅 ピ− ETCカードを確認してください。
カード故障時 橙点滅 ピ− ETCカードを確認してください。
カード情報の異常時 橙点滅 ピ− ETCカードを確認してください。
セットアップされていない場合 橙点滅 ピ− ETCが登録されていません。
ETCカードの有効期限が切れて
いる場合 緑点灯＊1 ピー ETCカードの有効期限が切れて

います。＊2
ETCカードの有効期限が今月末
で切れる場合 緑点灯 ピー ETCカードの有効期限は今月末です。

カードを確認してください。＊2

＊1 �有効期限切れのETCカード及び発行元のカード会社が使用無効としたETCカードでも LEDラン
プは点灯しますが料金所は通行できません。ご注意ください。

＊2 この音声案内は、ETCカード有効期限表示対応のナビゲーションと組み合わせた場合のみ案内されます。

予告アンテナより情報を受けたとき
動作 LEDランプ ブザー音 音声案内

利用可能なとき 緑点灯 ピー ETCが使用可能です。 
（速度を落としてお進みください。）＊

利用できないとき 緑点灯 ピッピッピッ… ETCが利用できません。 
（徐行してください。）＊

ETCカードが挿入されていないとき 橙点滅 ピッピッピッ… ETCが利用できません。
＊（　）内は指示情報がある場合のみ

料金所に入るとき
動作 LEDランプ ブザー音 音声案内
通行可能なとき 緑点灯 ピー −
停止のとき 
（通信に問題があった場合） 緑点灯 ピッピッピッ… ETCが利用できません。 

停車してください。

動作例

動
作
例
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料金所を出るとき
動作 LEDランプ ブザー音 音声案内

料金所通過時の利用料金表示 緑点灯 −
料金は○○円でした。または
ETC利用料金が○○円割り引
きされました。

料金所通過時の異常表示 緑点灯 − 料金は登録されていません。

料金所アンテナのやりとりで異常が発生したとき
動作 LEDランプ ブザー音 音声案内
ETCカードのデータ処理異常 橙点滅 ピーピーピー ETCカードを確認してください。

ETCカード挿入異常 橙点滅 ピ− ETCカードを確認してください。

ETC車載器情報の異常 橙点滅 ピッピッピッ… −

通信異常 橙点滅 ピーピーピー −

その他
動作 LEDランプ ブザー音 音声案内
本機の異常 橙点滅 ピ− −

セットアップ作業時ほか
動作 LEDランプ ブザー音 音声案内

未セットアップ時

緑 /橙 2回 
交互点滅＊ 
（約 2秒）
↓
橙点滅 
（約5秒）

ピ− ETCが登録されていません。

セットアップカード挿入時 橙点滅 ピッ ー

セットアップ中 橙点灯 ー ー

セット
アップ 
正常終了

セットアップカード 
取り出しまで

緑 /橙 
交互点灯 ピー ー

セットアップカード 
取り出し後 橙点灯 ピッ ー

セット
アップ 
異常終了

セットアップカード 
取り出しまで

緑 /橙 
交互点灯 
（どちらかの 
色が点滅）

ピー ー

セットアップカード 
取り出し後 橙点滅 ピー ー

＊橙は点灯の場合があります。

メモ
走行中に本機の動作がおかしくなった場合、無理に本機のボタンを押さないでください。車
が完全に停車した状態でご確認ください。また、料金所通行中の停車の表示については料金
所の係員の指示に従ってください。
本機の LEDランプが「緑」に点灯のとき、外部アンテナの LEDランプは、「青」に点灯します。
また、本機の LEDランプが「橙」に点灯または点滅のとき、外部アンテナの LEDランプは、
無灯です。

•

•

動作例

動
作
例
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故障かな？と思ったら

故障かな？と思ったら修理を依頼される前に、次の表の内容をチェックして
ください。チェックしても直らないときは保証書とアフターサービス（29P）
をお読みになり、修理を依頼してください。

症状 原因 対処方法

LEDランプが 
点灯しない（緑 or 橙）

電源コードは正しく接続され
ていますか？

お買い上げの販売店にご相談ください。

LEDランプが点滅する

エラーメッセージが出
ている

コード01、コード02、 
コード03、コード04など

お買い上げの販売店にご相談ください。

「自己診断一覧表」をご確認ください。

ゲートが開かない
ゲートのトラブル 料金所の係員の指示に従ってください ｡

外部アンテナの上や前方に金
属製の遮へい物がある。

外部アンテナの上や前方には電波を遮
るものを置かないでください。

カードが入らない

カードが変形して 
いませんか？

無理に入れずに、カードが変形してい
る場合は、カード発行者に再発行を申
請してください。

カード挿入口に異物が入って
いませんか？

異物を取り除いてください ｡

カードが出ない
カードが変形して 
いませんか？

1.	�無理に引き抜かず、カードが取り
出せない場合には、お買い上げの
販売店にご相談ください。

2.	�取り出し後、カードが変形してい
る場合には、カード発行者に再発
行を申請してください。

カードが読めない
カードが正しく挿入されてい
ますか？

再度挿入し直してください。

請求金額が違う
カードの利用履歴を確認して
ください。

料金についてはカード発行元（クレ
ジットカード会社等）にお問い合わせ
ください。

異音がする
本機はしっかり取り付けられ
ていますか？

お買い上げの販売店にご相談ください。

故障かな？と思ったら

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら
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自己診断一覧表
エラー
コード

ブザー音 エラー内容 対処方法

LEDランプ「橙」表示 ＊1

01

ピー（約5秒間） ETCカードまたは ICカードの挿入不良
です。

カードの挿入状態をご確認の
うえ、再度挿入してください。

消灯：約1.5秒間点灯：約0.5秒間

02

ピーピーピー ETCカードまたは ICカードのデータが
読み出せませんでした。

お買い上げの販売店にご相談
ください。

消灯：約1.5秒間点灯：約0.5秒間

2回連続で点滅
（約0.5秒間隔）

03

ピー（約5秒間）
挿入されたカードがETCカードまたは IC
カードであるか確認できませんでした。
カードを確認して、再度挿入してください。

お買い上げの販売店にご相談
ください。

消灯：約1.5秒間点灯：約0.5秒間

3回連続で点滅
（約0.5秒間隔）

04

ピー（約5秒間） DSRCユニットが故障しています。 お買い上げの販売店にご相談
ください。

消灯：約1.5秒間点灯：約0.5秒間

4回連続で点滅
（約0.5秒間隔）

05

ピー（約5秒間）
挿入されたカードがETCカードまたは IC
カードであるか確認できませんでした。
カードを確認して、再度挿入してください。

カード発行者（クレジット
カード会社など）にご相談く
ださい。

点灯：約1秒間 消灯：約1.5秒間

06

ピー（約5秒間 ETCが登録されていません。 お買い上げの販売店でセット
アップを行ってください。

2回連続で点滅
（約0.5秒間隔）

2回連続で点滅
（約0.5秒間隔）

「緑」

*2

「橙」
「橙」

点灯：約0.5秒間 消灯：約0.5秒間

約2秒間繰り返し

＊1  �LEDランプ「橙」の表示は、上記一連の点滅動作を約1分間繰り返し終了します。 
（上記、エラーコード06は除く）

＊2  �2 回連続の点滅ではなく、約0.5 秒間点灯する場合もあります。

自己診断機能について

本機には自己診断機能があります。使用中に自己診断機能が働きエラーが案
内されたら、一度、自己診断一覧表で内容を確認の上、処置してください。
表示がわからない場合、または記載以外のエラーNo. が案内されたときは、
お買い上げの販売店にご相談ください。

自己診断機能について

自
己
診
断
機
能
に
つ
い
て
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エラー
コード

ブザー音 エラー内容 対処方法

LEDランプ「橙」表示＊

06

ピーピーピー
ETCと料金所とのデータ処理にエラー
が発生しました。料金所の係員の指示に
従ってください。

お買い上げの販売店にご相談
ください。

消灯：約1.5秒間点灯：約1秒間 点灯：約0.5秒間

1回消灯
（約0.5秒間）

07

ピーピーピー
ETCと料金所とのデータ処理にエラー
が発生しました。料金所の係員の指示に
従ってください。

お買い上げの販売店にご相談
ください。

消灯：約1.5秒間点灯：約1秒間 点灯：約0.5秒間

1回消灯
（約0.5秒間）

2回連続で点滅
（約0.5秒間隔）

09

ピー（約5秒間） DSRCユニットが故障しています。 お買い上げの販売店にご相談
ください。

消灯：約1.5秒間点灯：約1秒間 点灯：約0.5秒間

1回消灯
（約0.5秒間）

4回連続で点滅
（約0.5秒間隔）

10

ピー（約5秒間） DSRCユニットが故障しています。 お買い上げの販売店にご相談
ください。

消灯：約1.5秒間点灯：約1秒間

2回連続で点滅
（約0.5秒間隔）

電源異常

ピー（約5秒間） 電源異常です。 お買い上げの販売店にご相談
ください。

消灯：約1.5秒間点灯：約1.5秒間

＊ LEDランプ「橙」の表示は、上記一連の点滅動作を約1分間繰り返し終了します。

自己診断機能について

自
己
診
断
機
能
に
つ
い
て
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道路事業者からのお願い

道路事業者からのお願い

道
路
事
業
者
か
ら
の
お
願
い

はじめに
必ず、ETCシステム利用規程等をお読みく
ださい
ETC システム利用規程、同実施細則（以
下「利用規程等」という。）、ETC カード
の利用約款などに、ご利用上の注意事項が
記載されています。また、特に、エラーや
事故の発生の原因になる等の重要な事項に
ついて、以下に記載しました。ETC のご
利用前に、必ずお読みください。
利用規程等は、道路事業者の「供用約款」
と合わせて「約款」となりますので、遵
守事項については必ずお守りください。

乗車前のご注意
専門の取付店で車載器を取り付けてください
車両への車載器の取り付けは、専門の取付
店等で確実に行ってください。
車載器メーカが販売する車載器を分解・改
造することは、禁止されています。分解・
改造された車載器で ETCを利用なさらな
いようお願いします。
車載器は車載器メーカの示す方法によっ
て取り付けてください。
分解・改造された車載器は、利用規程等
に違反するため、取付店においてセット
アップすることはできません。
ETC カードを車載器に確実に挿入し、
エラー等がないかの確認を !!

ご乗車時に、ETC カードを車載器に確実
に挿入し、エラー等がないかを確認してご
利用ください。ETC カードが確実に挿入
されていても、車載器が正しく作動してい
ない場合、開閉バーが開きません。 
車載器への ETCカードの挿し忘れ、挿し
込み不良により、開閉バーが開かないケー
スが増えています。
ETCカードの挿し込み方向（前後・表裏）
にご注意ください。
ETCカードを車載器に挿入し、ETCが
利用可能である旨の音声案内等を確認し
てください。またそのときには音声ボ
リュームにも注意してください。

•

※

•

•

※

※

※

•

※

※

料金所の手前等に、ETC カードが正常
に挿入されていないことを車載器にお知
らせするアンテナが設置されている箇所
があります。ETC カードが正常に挿入
されていないことのお知らせがあった場
合には、ETC無線走行はできませんので、
一般車線または混在車線をご利用くだ 
さい。

車載器がETCカードを認証するまでには、
数秒かかりますので、料金所直前でのETC
カードの挿入は、エラーの原因となること
があります。
車載器の前面に物を置いたり、物で遮った
り、安易な取り付け個所の変更などをしな
いでください。
正常に通信できないとエラーが発生し、開
閉バーが開きません。

ETCカードの有効期限のご注意
有効期限切れの ETCカードは、使用でき
ません。また、開閉バーが開きません。 
お手持ちの ETCカードに記載された有効
期限をあらかじめご確認ください。
車載器によっては、有効期限切れの
ETCカードを差し込んでも、エラー表
示はされません。
ETCカード更新の際には特にご注意く
ださい。

ETCカードの保管上のご注意
ETC カードを車載器に挿入したまま車内
に放置すると、カードが高温で変形し、車
載器が正常に動作しなくなることがあり 
ます。また、ETC カードに強い力を加え
ることもカード変形の原因となりますので
取扱いにはご注意ください。
盗難防止の観点から、車から離れる際は
ETC カードを車載器から外し、携行して
いただくことをお勧めします。その場合、
再度 ETC レーンを利用される場合には再
乗車時に取り出した ETCカードを忘れず
に必ず確実な挿入確認をお願いします。

※

•

•

•

•

※

※

•

•
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道路事業者からのお願い

道
路
事
業
者
か
ら
の
お
願
い

走行中のご注意
十分な車間距離を取り、20km/h 以下に減
速、徐行してください !!
ETC 車線に設置されている開閉バーは、
車載器とアンテナとの間の通信等が正常
に行なわれなかった場合には、開かないこ
とがありますので、ご注意ください。 
また、前車に接近して通行しようとしたと
きに、エラーが発生すると、前車通過後、
開閉バーが閉まりますので、ご注意くださ
い。
料金所では、案内板などにより、ETCが
利用可能な車線であることを確認して進
入してください。
ETC車線を通行される際は、前車と十分
な車間距離をとった上で、開閉バーの手前
で安全に停止できるよう十分に減速し、開
閉バーが開いたことを確認して、ご通行く
ださい。
ETC車線を通行する際は、20km/h 以下
に減速して進入し徐行して通過していた
だくようお願いします。
利用規程等によらないご利用方法によ
り、道路設備に損傷を与えた場合には、
復旧に要する費用をご負担していただ
く場合がありますので、ご注意ください。

もし、入口料金所のETC車線で通信エラー
等により、通行券を受け取られた場合に
は、出口料金所での料金のお支払いは、係
員のいる車線（一般車線または混在車線）
で、一旦停車して、ETCカードと通行券
を係員にお渡しください。
料金をお支払いいただく料金所で異常が発
生した場合は、料金所での案内、または係員
へお知らせ後、その案内に従ってください。
入口料金所を ETCで通行した場合で、出
口料金所で ETC車線がご利用できないと
きあるいは設置されていないときは、一旦
停車して ETCカードを係員にお渡しくだ
さい。
通行料金の請求を受ける料金所で、ETC
車線が閉鎖されている場合は、係員のいる
車線（一般車線または混在車線）で ETC
カードでの支払いが可能です。無理な車線
変更は危険ですので、おやめください。
ETC車線の機器の点検等により、ETC
車線を閉鎖している場合がありますの
でご注意ください。

•

•

•

•

※

•

•

•

•

※

有料道路の利用開始から利用終了までは、
同一の ETCカードを継続してご使用くだ
さい。料金所以外にも ETCアンテナが設
置されている箇所があり、ETCカードに
は走行中、通行料金の計算に必要な情報が
記録されます。途中でカードを入れかえる
と正しく料金が計算されない場合があり
ます。
走行中は、ETCカードを車載器から抜き
挿ししないでください。正常に通信できな
かったり、ETCカードの破損やエラーを
引き起こす場合があります。
入口で ETCが正常に通信できなかった場
合は、出口料金所の ETC車線で開閉バー
が開かないことがあります。この場合、係
員のいる車線（一般車線または混在車線）
で一旦停車し、係員にお申し出ください。
入口料金所通過直後の車載器のエラー
音あるいは音声案内にご注意ください。

スマート ICの車線を通行する場合は、次の
事項にご注意ください
スマート ICは、ETC専用インターチェン
ジです。所定の方法で車両に取り付け・
セットアップされた ETC車載器に、有効
な ETC カードを確実に挿入し、ETC シ
ステムをご利用可能な場合に通行するこ
とができます。
運営時間、出入方向及び対象車種等に制約
がありますのでご注意ください。
スマート IC では、車が停止した状態で通
信のやりとりが行われ、開閉バーが開くシ
ステムとなっておりますので、必ず開閉
バーの手前で一旦停止してください。 
なお、一旦停止してもバーが開かない場合
には、車線に設置された通信開始ボタンを
押してください。
開閉バーが開かない場合は、開閉バーの手
前で停車してインターホン等で係員を呼
び、案内に従ってください。
通行止めなどを実施した場合や道路を管
理するうえで必要な場合、やむを得ず、予
告なく出入口を閉鎖することがあります。
この場合、最寄りの ICをご利用ください。

•

•

•

※

•

•

•

•

•
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道路事業者からのお願い

道
路
事
業
者
か
ら
の
お
願
い

もしも、開閉バーが開かな
かった場合のご注意
ETC車線では、絶対に車をバックさせない
で !!
ETC車線で、開閉バーが開かないなどの
理由で停止された場合には、危険ですので
絶対に車をバックさせないでください。 
料金所での案内、または係員へお知らせ
後、その案内に従ってください。
バックすると後続車に追突される危険が
ありますし、バックして他の車線に入り
なおすことは、エラー発生の原因となり
ます。

ETCカードを挿入せずに（または通信でき
なかった状態で）ETC車線を通過してしまっ
たときは、速やかに道路事業者にご連絡を !!
うっかり ETCカードを車載器に挿入し忘
れて ETC車線を通過された場合などは、
速やかに、当該道路を管理する道路事業者
（高速道路会社など）にご通行の状況を連
絡してください。

車載器の再セットアップ
車載器の付け替え、車両ナンバー変更時は再
セットアップを !!
車載器を他の車両に付け替える場合や住
所変更等により車両のナンバープレート
が変更になった場合などは、再度のセット
アップ（車載器への車両情報の登録）が必
要となります。再度のセットアップは、車
載器をお買い求めになった販売店または
最寄りのセットアップ店にご相談くだ 
さい。
新たにセットアップを行わないと、
ETCのご利用ができない場合や割引が
適用にならない場合があります。

•

※

•

•

※

車載器管理番号に関するお願い
車載器管理番号は、ETCの各種割引サービ
スのための必要な番号です。
車載器管理番号は、お持ちの車載器または
車載器の箱に記載されている 19桁の固
有の番号で、ETCの各種割引サービスを
受ける場合、あるいは今後の新たなサービ
スを受けるにあたって必要な番号です。
『ETC車載器セットアップ申込書・証明書
（お客様保存用）』を大切に保管していただ
くとともに、車載器管理番号を別に記録
し、保管するようにしてください。

�障害者割引制度における
ETC利用について
ETC無線走行で障害者割引の適用を受け
るには、事前に福祉事務所等での手続き
と、併せて有料道路事業者が設置する窓口
への登録が必要になります。両方の手続き
がなされていない場合、ETC無線走行で
の障害者割引適用がされません。
既に ETC無線走行以外の支払での障害
者割引適用の手続きをしている場合で
も、改めて同様の手続きと登録をする
必要があります。
通行料金の請求を受ける料金所で ETC
車線が閉鎖されている場合は、係員の
いる車線（一般車線または混在車線）で、
一旦停車して係員にETCカードを渡し、
身体障害者手帳または療育手帳を呈示
して確認を受けてください。
ETC無線走行で障害者割引の適用を受
けようとする場合でも、必ず身体障害
者手帳または療育手帳を携行してくだ
さい。
障害者割引には有効期限があります。
ご利用の前に有効期限を確認してくだ
さい。なお、有効期限の更新手続きは
福祉事務所等で行ってください。
登録済の ETCカード、ETC車載器、車
両を変更される場合は、ETCのご利用前
に福祉事務所等で変更手続きを行ってく
ださい。

•

•

※

※

※

※

※
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お問い合わせいただく前に（チェックシート）

トラブルのお問い合わせの際には、本機や接続したナビゲーション、お客様
のお手持ちの ETC・ICカードの具体的な状況をお知らせいただく必要があ
ります。次の事項を中心にお尋ねいたしますので、あらかじめシートに記入
していただいたうえで、お問い合わせください。

チェックシート
◆ カードの種類（発行元）
◆ カードの番号
◆ 車載器（本機）メーカー
◆ 車載器（本機）取り付け店（業者）
◆ トラブルの状況（どんなトラブルが起きましたか）
【ITSスポットサービス】：

☆発生年月日時	 年　　　　　月　　　　　日　　　　　時頃
☆発生場所
☆カードの使用状況             1. カードを使用　　2. カードを使用していない
☆使用カード	 1. ETC専用　　2. IC クレジットカード　　　3. その他
☆本機やナビゲーション
　　に表示されたエラー
☆症状

【ETC】：
☆発生年月日時	 年　　　　　月　　　　　日　　　　　時頃
☆使用カード	 1. ETC専用　　2. IC クレジットカード　　　3. その他
1. �本機にカード挿入前
2. �本機にカード挿入時�
　　本機やナビゲーション
　　に表示されたエラー
3. �本機にカード挿入後（通行中）�
	 入口料金所	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　料金所
	 通行車線	 1. ETC専用　　2. ETC/ 一般　　3. 一般     4. その他�
	 通行日時	 　　　　　　　　　　月　　　　　日　　　　　時頃
	 出口料金所	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　料金所
	 通行車線	 1. ETC専用　　2. ETC/ 一般　　3. 一般     4. その他�
	 通行日時	 　　　　　　　　　　月　　　　　日　　　　　時頃

◆ そのトラブルは、どんなときに起きましたか
1. �いつも起きる
2. �ときどき起きる
3. �特定の場所・料金所で起きる
4. �今回はじめて起きた

お問い合わせいただく前に（チェックシート）

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
前
に
（
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
）
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お問い合わせ先一覧

5.8 GHz VICSサービスのご利用に関して
■� 財団法人 VICSセンター
電話番号：0570-00-8831
受付時間：9：30 〜 17：45（土曜、日曜、祝日を除く）

※全国どこからでも市内通話料金でご利用になれます。
※PHS、IP電話等からはご利用できません。

FAX番号：03-3562-1719

その他の ITSスポットサービスや新規のサービスのご利用に関して
5.8GHz VICSサービス以外の ITSスポットサービスや、今後新たに開始されるサー
ビスについてはそのサービスを運営する事業者にご確認ください。

ETCのご利用に関して
■東日本高速道路株式会社
NEXCO東日本お客さまセンター
0570-024-024
（PHS・IP電話のお客様 03-5338-7524）
受付時間：24時間（年中無休）
■中日本高速道路株式会社
NEXCO中日本お客さまセンター
0120-922-229
（フリーコールがご利用できないお客様は
　052-223-0333）
受付時間：24時間（年中無休）
■西日本高速道路株式会社
NEXCO西日本お客さまセンター
0120-924863
（フリーコールがご利用できないお客様は
　06-6876-9031）
受付時間：24時間（年中無休）

■首都高速道路株式会社
首都高ETCコールセンター
03-6667-5859
受付時間：9：00～ 18：00（年中無休）
■阪神高速道路株式会社
阪神高速お客さまセンター
06-6576-1484
受付時間：�8：30～ 19：00（平日） 

9：00～ 18：00（土日・祝
日・年末年始12/29～ 1/3）

■本州四国連絡高速道路株式会社
本四高速お客さま窓口
078-291-1033
受付時間：9：00～ 17：30

ETC・ICカードおよび請求金額に関して
お手持ちのカード発行元にご確認ください。

お問い合わせ先一覧

お
問
い
合
わ
せ
先
一
覧

（2011年 1月現在）
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お問い合わせ先一覧

お
問
い
合
わ
せ
先
一
覧

セットアップに関して
本機のセットアップ申し込みについてはDSRCセットアップ取扱店にお問い合わせください。
DSRCセットアップ取扱店については以下のホームページをご覧ください。
一般社団法人 ITSサービス推進機構（ISPA）ホームページ
http://www.ispa-dsrc.or.jp

なおETCに関しては以下でも問い合わせを受け付けています。
財団法人道路システム高度化推進機構（ORSE）
ETCお問い合わせ窓口　03-5216-3856
受付時間：月～金9：00～ 18：00（土日・祝日・年末年始を除く）

本機のセットアップの方法については『取付説明書』をご覧ください。

本機に関して
本機の購入先または『取扱説明書』に記載されている連絡先にお問い合わせください。

メモ
通信による通行料金の収受または決済ができなかった場合、お客様に停止していただき、収受
または決済手続きをさせていただいております。
停止処理の原因としては、本機とアンテナの通信エラー、本機へのカードの未挿入や通信途中での
本機からのカードの抜き取りなどが考えられます。通信エラー等の原因につきましては、詳細な
調査をしなければわかりませんが、頻繁に反復して発生する場合は本機の不具合なども考えられま
すので、本機の購入先または取り付け店にご相談いただきますよう、ご案内申し上げます。
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保証書とアフターサービス

保証書

保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記入されていることを
お確かめのうえ、ご購入の際に販売店より受け取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失したりすると、保証
期間中でも保証が無効となります。記載内容をよくお読みのうえ、
大切に保管してください。

保証期間 この製品の保証期間は、お買い上げの日より1年間です。

保証期間中の修理について

万一、故障が生じたときは、保証書に記載されている当社保証規
定に基づき修理いたします。お買い上げの販売店または修理受付
窓口（沖縄県のみ、沖縄サービス認定店）にご連絡ください。
所在地、電話番号は本機に付属の『ご相談窓口・修理窓口のご案
内』をご覧ください。

保証期間経過後の�
修理について

お買い上げの販売店または修理受付窓口（沖縄県のみ、沖縄サー
ビス認定店）にご相談ください。修理すれば使用できる製品につ
いては、ご希望により有料で修理いたします。

補修用性能部品の�
最低保有期間

当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち切り後最低6年間
保有しています。（性能部品とは、その製品の機能を保持するた
めに必要な部品です。）

ご質問・ご相談は 本機に関するご質問、ご相談はパイオニアカスタマーサポートセ
ンターまたはお買い上げの販売店にお問い合わせください。

仕様
◆DSRCユニット本体
	使用温度範囲：−30〜＋85℃
	 電源電圧：DC 14.4 V（10.8 V 〜

15.1 V 使用可能）
	 アース式：マイナスアース方式
	最大消費電流：1 A 以下
	 外形寸法：70（W） mm×15（H） mm 

× 113（D） mm
	質量 :130 g
◆外部アンテナ
	 ケーブル長：3.5 m
	 外形寸法：31（W） mm×19（H） mm 

× 31（D） mm
	 質量：60 g

◆付属品
	 コード類：1式※
	 取付キット：1式※
	 取扱説明書：1
	 取付説明書：1
	 保証書：1
	サービス窓口のご案内 :1
※	『取付説明書』の「接続・取り付け部品を
確認する」に接続・取り付け部品の一覧
表が記載されています。
メモ
上記の仕様および外観は予告なく変更す
ることがあります。また、この説明書の中
のイラストと実物が、一部異なる場合があ
ります。
本機は日本国内専用です。規格の違う外国
ではご使用になれません。

•

•

保証書とアフターサービス /仕様

保
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用語集

ＤＳＲＣ
DSRC とは専用狭域通信（Dedicated 
Short Range Communication）技術で、
5.8GHz 帯の電波を使用し、限定されたエ
リアにおいて最大約 4Mbps の転送速度で
双方向通信を行うことができます。この通信
方式は、ノンストップ料金自動支払システム
「ETC」（10P）や、新たに全国で提供され
る「ITS スポットサービス」(6P) に使われ
ております。またこの他にもこのDSRC通
信を用いた将来のサービスが検討されてい
ます。

セットアップ
車載器に車両情報を登録する作業のことで
す。ITS スポットサービス（DSRC）や
ETCを利用するには、セットアップ業者を
通じて運用管理機関に利用申込みを行い、そ
の際に提供される車両情報を車載器に登録す
る必要があります。

ＩＴＳスポットサービス
全国の高速道路や道の駅で新たに提供される
サービスです。サービスには、わかりやすく
画像や音声を用いて、VICS情報の内容を拡
充した「5.8GHz VICS サービス」（次項）
と「情報接続サービス」（地域観光情報など）
（7P）があります。さらには将来、有料駐車
場での「料金決済サービス」（7P）などのサー
ビスも検討されています。

認証（ETCカード以外）
ETCカード以外の ICカードにおける認証で
は、車載器が所定の規格を満たしている IC
カードか確認します。

メタルガラス（熱線反射ガラス）
合わせガラスや強化ガラスに、熱線反射膜（金
属膜）をスパッタリング法によりコーティン
グした省エネルギータイプの高機能ガラスで
す。この熱線反射膜により太陽エネルギーの

流入を遮り、エアコンの冷房負荷を大きく軽
減することができます。また、局部的な昇温
や眩しさを和らげ、夏期のドライブに、快適
な車内空間を作り出します。しかし、電波を
反射するため ETCや ITS スポットサービス
などの無線交信が正常に行われず機能しない
ことがあります。

ETC
「Electronic Toll Collection」の略で、
ノンストップ料金自動支払システムのこと
です。有料高速道路の料金所で行われてい
る料金の受け渡し手段を、現在の現金や回
数券の手渡しによる手段から、料金所に設
置した道路側アンテナと車両に搭載した車
載器の間での無線通信による料金情報のや
りとりに変更することにより、係員とやり
とりすることなく料金の支払いが行われま
す。これにより、料金所をノンストップで
通過することが可能になります。

ETCカード
IC チップを搭載し、料金支払いに必要なデー
タを格納するクレジット会社が発行するカー
ドのことです。以下の2種類のカードが発
行される予定です。

 - 専用カード方式
料金決済に必要な情報を記録した専用の IC
カードを発行する方式です。専用カードは車載
器に挿入して利用します（クレジットカード
として一般の店舗などでは使えません）。
料金の精算は、あらかじめ指定した銀行口座
からの引き落としやクレジットカードで行わ
れます。

 - 一体型カード方式	�
  （ETC対応 ICクレジットカード）
料金決済に必要な情報を記録した専用 IC
チップを搭載したクレジットカードを発行す
る方式です。一体型カードは、車載器に挿入

用語集

用
語
集
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したときは IC カード (ITS スポット料金決
済サービス ) または ETCカードとして機能
します。一般の店舗ではクレジットカードと
して利用できます。料金の精算は、一般店舗
の利用分も含め、通常のクレジットカードと
同様に行われます。

ETC別納カード
IC チップを搭載し、料金支払いに必要なデー
タを格納する有料道路事業者が発行するカー
ドのことです。
本書ではETCカードで説明しています。

ETCカードリーダー
データ交信用アンテナが未整備の料金所に設
置する、ETCカードの情報を読み取る機器
です。この機器が設置された料金所では、係
員にカードを手渡すため、いったん停車して
いただく必要があります。

ETCゲート
車載器を取り付けた車両を通すための専用
ゲートです。このゲートを通過するときに、
料金所アンテナと車載器の間で料金情報のや
りとりが行われます。

ETCレーン（ETC車線）
車載器を取り付けた車両が通過できる専用車
線です。

車両センサー
料金所の入口に設置された、車両通過の有無
や大きさなどを感知するセンサーのことです。

開閉バー
ゲートの先にある、通り抜けを制限する棒の
ことです。料金支払いの情報が正しくやりと
りされると開くしくみになっています。開閉
バーが開かない場合は、インターホンなどを
使用し、係員の指示に従ってください。（首
都高速道路などで開閉バーが開かない場合
は、自動的に料金所の係員に通知されます。）

認証（ETCカード）
車載器とETCカードの間で行われる処理で、
車載器の不正利用を防止しています。車載器

と ETCカードはちょうど錠前と鍵の関係に
あります。車載器と ETCカードにそれぞれ
登録されている認証用の情報が一致しないと
車載器の利用はできません。

有人車線
係員のいる料金所ブースに誘導される車線の
ことです。ETCが利用できない車両を通過
させる場合に使われます。

予告アンテナ
料金所に進入する前に、ETCに関する情報
をあらかじめ車載器を通じて提供するための
設備です。

料金所アンテナ
料金所に設置されたアンテナで、ETC車載
器との間で料金情報のやりとりが行われ 
ます。

路側表示器
車種の区分や通行料金、通行ができるかでき
ないかを表示します。通行できる場合は「↑」
または「↑ ETC」と表示され、通行できな
い場合は「STOP　停車」と表示され、開閉
バーが閉まります。

車線案内板
ETCゲートの設置された車線を示す案内板
です。「ETC」もしくは「ETC専用」の場合
は、ETC専用の車線です。「ETC/ 一般」の
場合はETC搭載車両だけでなく、ETCが搭
載されていない車両も通行できる車線 
です。

用語集

用
語
集



＜各窓口へのお問い合わせ時のご注意＞
「0120」で始まる  　　フリーコール および　　  フリーコールは、携帯電話・ＰＨＳ・一部のＩＰ電話などからは、ご使用に
なれません。また、【一般電話】は、携帯電話・ＰＨＳ・ＩＰ電話などからご利用可能ですが、通話料がかかります。
正確なご相談対応のために折り返しお電話をさせていただくことがございますので発信者番号の通知にご協力いただきますよう
お願いいたします。

修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうかご確認ください。それでも正常
に動作しない場合は、①型名、②ご購入日、③故障症状を具体的にご連絡ください。

修理窓口のご案内  ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきますようお願いいたします

部品のご購入についてのご相談窓口　● 部品 （付属品・リモコン・取扱説明書など）のご購入について
 部品受注センター
 受付時間　  月曜～金曜　9 ： 30～18 ： 00、　土曜　 9 ： 30 ～12 ： 00、　13 ： 00 ～17 ： 00 （日曜 ・ 祝日 ・ 弊社休業日は除く）

電話 ：　　 0120-5-81095　  【一般電話】 044-572-8107　　FAX ：　　 0120-5-81096

修理についてのご相談窓口　● お買い求めの販売店に修理の依頼ができない場合
 修理受付窓口（沖縄県を除く全国）
 受付時間　  月曜～金曜　9 ： 30～18 ： 00、　土曜　 9 ： 30 ～12 ： 00、　13 ： 00 ～17 ： 00 （日曜 ・ 祝日 ・ 弊社休業日は除く）

電話 ：　　 0120-5-81028　  【一般電話】 044-572-8100　　FAX ：　　 0120-5-81029
　　 インターネットホームページ　　　　http://pioneer.jp/support/repair/
　　　※家庭用オーディオ／ビジュアル商品はインターネットによる修理のお申し込みを受付けております

 沖縄サービス認定店（沖縄県のみ）
 受付時間　  月曜～金曜　9 ： 30～18 ： 00 （土曜 ・ 日曜 ・ 祝日 ・ 弊社休業日は除く）

電話 ：　【一般電話】 098-987-1120　　FAX ： 098-987-1121

ゴー  パ  イ  オ  ニ  ア

パイオニア商品の修理・お取り扱い（取り付け・組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へお問い合わせください。
ご相談窓口のご案内  ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきますようお願いいたします

商品についてのご相談窓口　● 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓口およびカタログのご請求窓口
 カスタマーサポートセンター
 受付時間　  月曜～金曜　9 ： 30～18 ： 00、　土曜　 9 ： 30 ～12 ： 00、　13 ： 00 ～17 ： 00 （日曜 ・ 祝日 ・ 弊社休業日は除く）

  ●カーオーディオ／カーナビゲーション商品
電話 ：　　 0120-944-111　  【一般電話】 044-572-8101　　FAX ： 044-572-8103
インターネットホームページ　　　　http://pioneer.jp/support/
※商品についてよくあるお問い合わせ･メールマガジン登録のご案内・お客様登録など

  ●カーナビゲーションのネットワーク接続 （携帯電話、Bluetooth接続は除く）
電話 ：　　 0120-702-383　  【一般電話】 044-572-8070　　FAX ： 044-572-8103

記載内容は、予告なく変更させていただくことがありますので予めご了承ください。 VOL.045

カーナビゲーション「訪問宅電話番号検索機能」に関するご相談窓口
 「訪問宅電話番号検索機能」に関する個人情報の削除等の受付窓口
 受付時間　  月曜～金曜　9 ： 30～12 ： 00、　13 ： 00～ 17 ： 00 （土曜 ・ 日曜 ・ 祝日 ・ 弊社休業日は除く）

　　 電話 ：　　 0120-817-088
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